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大切にしたい日本語「いってきます」「いってらっしゃい」 －全校朝会より－ 
 
先日の全校朝会では、毎日何気なく使って
いる言葉「いってきます」「いってらっしゃい」
について話をしました。 
「いってきます」は「いく」と「きます」が合わ
さった言葉で「行って、無事に帰ります」とい
う約束の意味があります。そして、「いってらっ
しゃい」は「いく」と「いらっ
しゃい」で「行って、帰って
きてね」という願いが込め

られています。 
昔の人にとって、旅は命がけのものでした。戦争中も、この「いってきます」「いってらっしゃい」という言

葉は特別な意味があったといいます。 
でも、中には「いってきます」と言えない兵士がいました。神風特攻隊員の人たちです。隊員たちは「い

きます」とだけ言い、帰らぬ決意で出撃しました。当たり前のように「いってきます」「いってらっしゃい」と
言える毎日がどれほど貴重なものか、私の話を聴いている子どもたちの表情から、言葉の重みを真剣に考えている様子が
伝わってきました。 
日本の言葉には他にもいろいろな意味があるものがたくさんあります。これからもたくさん紹介していきたいです。 
  

「このおにぎりと同じ形を書いてみよう」 －小６算数「拡大図と縮図」より－ 
 

 

 

 

 

 

 

 
  
小学部６年生の算数科では「拡大図と縮図」という単元に入っています。黒板の大きなおにぎりの図を示しながら「この

おにぎりと同じ形を書きましょう」という発問から入ったこの学習。「えっ？大きすぎて書けないよ」「どうやって書くの？」「小

さくすればいいのかな」などと様々な意見が出る中で、子どもたちは定規や分度器をていねいに使いながら、図を描き始め

ました。 

このように日本の学校の学習は、観察→思考→表現という流れを大切にする内容が多くあります。補習校の教室でも、

日本の学校教育が再現されているなあと感心しながら授業を見ていました。 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の思いがあふれる補習校

〇/〇 第１回科学実験ワークショップ 
参加のみなさんへ 

－開始及び終了時刻変更のお知らせ－ 
 

 〇月〇日（〇）の第１回科学実験ワークショッ
プですが、開始及び終了時刻について下記の
通り変更します。 
 
     【変更前】          【変更後】 
１３:３０～１４:３０  → １３：２０～１４：２０ 

 
 以上、よろしくお願いします。 

〇/〇 授業参観及び学級懇談会の 
お知らせ 

 
 下記の通り授業参観及び学級懇談会を実施
します。多くのみなさんのご参加をお待ちしてお
ります。 
 
実施日  〇月〇日（〇） 
日  程 
  ①授業 参観 ４校時  １１：５５～１２：４０ 
  ②学級懇談会 放課後 １３：１５～１４：００ 
 
以上、よろしくお願いします。 
 


